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齊
故
昭
玄
沙
門
大
統
僧
賢
墓
銘
疏
攷
田
熊
信
之
○
は
じ
め
に
二
〇
〇
七
年
秋
の
半
ば
、
古
都
の
西
南
方
の
地
か
ら
、
一
盒
の
墓
銘
（
墓
誌
）
が
出
土
し
、
民
間
に
流
出
す
る
に
及
ん
だ
。
こ
の
墓
銘
は
、
堅
固
な
青
石
製
の
も
の
で
、
蓋
上
の
左
右
に
鉄
製
の
二
鐶
を
加
え
、
細
線
で
方
格
の
界
線
を
刻
ん
だ
身
上
面
に
は
、
行
一
九
字
詰
め
一
九
行
、
銘
文
の
区
分
と
崇
敬
表
示
の
空
格
を
除
く
、
全
三
四
九
字
に
及
ぶ
秀
抜
、
峻
厳
な
隷
書
の
文
字
が
鐫
り
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
墓
銘
は
、
刻
字
の
内
容
か
ら
、
北
齊
中
、
後
期
の
昭
玄
曹
の
実
態
、
そ
の
長
の
沙
門
大
統
の
具
体
相
を
証
す
極
め
て
重
要
な
資
料
と
認
め
ら
れ
る
が
、
民
間
に
所
蔵
さ
れ
る
た
め
か
、
そ
の
存
在
自
体
を
知
る
人
が
少
な
い
。
筆
者
は
こ
の
さ
ま
を
惜
し
み
、
本
稿
で
こ
の
新
出
現
の
墓
銘
の
形
姿
と
そ
の
銘
文
の
含
み
示
す
内
容
を
攷
述
す
る
こ
と
と
し
た
。
Ⅰ
北
齊
代
の
僧
官
北
齊
王
朝
の
初
代
皇
帝
と
な
っ
た
高
洋
（
文
宣
帝
）
は
、
政
治
の
一
面
に
仏
事
を
用
い
た
奉
仏
者
で
あ
り
、
僧
尼
統
御
を
果
た
す
昭
玄
沙
門
十
統
を
置
設
し
た
皇
帝
と
し
て
も
そ
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
高
洋
こ
と
文
宣
帝
が
置
設
し
た
僧
官
は
、
北
魏
孝
文
帝
太
和
末
年
に
設
立
さ
れ
た
僧
尼
統
轄
署
監
福
曹
が
新
た
に
改
め
ら
れ
て
昭
玄
曹
注
１
と
さ
れ
た
後
に
あ
た
る
も
の
で
、
北
魏
、
東
魏
代
以
来
の
國
統
や
沙
門
統
を
置
く
流
れ
を
承
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
全
国
に
わ
た
り
階
序
的
に
置
設
し
た
こ
の
僧
官
の
さ
ま
は
、
唐

宣
『
續
高
傳
』
注
２
の
中
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
・
故
魏
齊
二
代
爲
統
師
、
昭
玄
一
曹
純
掌

、
令
員
	五
十
許
人
。

部
尼
二
百
餘
萬
、
而
上
綱
領
將
四
十
年
。
（
卷
麒
八
義
解
四
釋
法
上
傳
）
・
初
天
保
之
中
、
國
	十
統
。
有
司
聞
奏
事
須
甄
異
。
文
宣
乃
手
訪
云
、
上
法
師
可
爲
大
統
。
餘
爲
統
。
（
卷
麒
八
義
解
四
釋
法
上
傳
）
・
又
	昭
玄
十
統
肅
淸
正
法
。
使
夫
二
百
萬
衆
綏
緝
無
塵
法
。
上
一
人
有
功
矣
。
（
卷
麒
九
義
解
五
釋
靈
裕
傳
）
・
附
昭
玄
大
統
上
法
師
、
度
聽
出
家
廣
如
別
傳

載
。
（
卷
二
十
三
護
法
上
釋
曇
顯
傳
）
全
国
二
百
万
余
の
僧
尼
の
統
轄
者
と
し
て
、
律
学
随
一
の
法
上
が
文
宣
帝
の
信
任
を
得
て
、
昭
玄
曹
局
の
長
で
あ
る
沙
門
大
統
に
任
じ
ら
れ
、
尓
余
の
通
統
を
従
え
て
正
法
を
粛
清
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
上
は
、
東
魏
、
北
齊
代
を
通
じ
て
統
師
と
な
り
、
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学
苑
第
八
三
三
号
五
四
～
六
七
（
二
〇
一
〇
三
）
僧
尼
を
綱
領
す
る
こ
と
四
十
年
に
及
ぼ
う
と
し
た
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
北
魏
、
東
魏
、
北
齊
代
の
僧
尼
統
御
の
僧
官
の
沙
門
統
、
沙
門
通
統
、
沙
門
大
統
等
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
僧
伝
資
料
及
び
刻
字
資
料
注
３
に
断
片
的
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
徴
さ
れ
る
。
・
沙
門
統
曇
（『
魏
書
』
卷
一
百
一
十
四
釋
老
志
条
）
・
沙
門
統
惠
深
上
言
（『
魏
書
』
卷
一
百
一
十
四
釋
老
志
条
）
・
魏
故
比
丘
尼
統
慈
慶
（
墓
誌
北
魏
正
光
五
年
五
月
十
八
日
葬
）
・
魏
故
昭
玄
沙
門
大
統
令
法
師
（
墓
誌
北
魏
永
熙
三
年
二
月
朔
三
日
葬
）
・
魏
故
□ 昭
玄
沙
門
都
維
那
法
師
惠
猛
（
墓
誌
年
月
未
詳
）
・
大
德
沙
門
生
禪
師
、
禪
師
大
弟
子
沙
門
統
倫
二
法
師
、
倫
二
統
、
高
足
大
沙
門
統

法
師
（
中
岳
嵩
陽
寺
碑
、
碑
序
東
魏
天
平
二
年
四
月
八
日
立
）
・
昭
玄


及

順

	林
之
英
（
『
北
齊
書
』
卷
二
十
四
列
傳
杜
弼
傳
条
東
魏
武
定
六
年
四
月
八
日
記
事
）
・
而
爲
國
眇
然
無
顧
、
昭
玄
曹
局
曾
不
經
臨
（
『
續
高
傳
』
卷
第
十
六

禪
二
釋


傳
）
・
沙
門
法
上
爲
昭
玄
以
檢
約
之
（『
北
史
』
卷
三
十
二
列
傳
崔
暹
傳
神
武
代
記
事
）
・
齊
昭
玄
大
統
法
上
（『
續
高
傳
』
卷
二
十
一
明
律
上
釋
法
願
傳
）
・
昭
玄
都
法
順
以
奏
聞
（『
北
齊
書
』
卷
十
一
列
傳
河
間
王
孝
傳
）
・
有
青
膠
二
州
沙
門
都
釋
子
僧
濟
本
（
像
記
北
齊
天
保
三
年
歳
次
壬
申
四
朔
八
朝
）
・
沙
門
大
昭
玄
統
曇
延
法
師
（『
續
高
傳
』
卷
第
十
一
義
解
七
釋
慧
傳
）
・
日
夜
與
曇
獻
寢
。
以
獻
爲
昭
玄
統
（『
北
齊
書
』
卷
九
列
傳
武
成
胡
后
傳
）
・
昭
玄
沙
門
統
定
禪
師
（
南
響
堂
寺
石
窟
第
二
號
窟
中
心
柱
刻
字
）
・
昭
玄
沙
門
大
統
定
禪
師
（
水
浴
寺
石
窟
西
窟
内
壁
（
西
前
壁
）
刻
字
）
・
人

爲
濟
州
沙
門
統
（『
北
齊
書
』
卷
四
十
六
列
傳
蘇
瓊
傳
）
等
。
散
見
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
補
任
の
歴
史
や
経
緯
の
一
部
が
微
か
に
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
中
に
、
新
た
に
北
齊
代
中
、
後
期
の
高
僧
、
僧
賢
の
閲
歴
を
刻
む
墓
銘
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
Ⅱ
新
出
の
僧
賢
墓
銘
と
そ
の
刻
文
河
南
省
臨
県
の
都
址
の
西
南
方
の
地
、
「
野
馬
崗
東
北
二
里
」
の
地
か
ら
出
土
し
た
注
４
僧
賢
墓
銘
は
、
次
の
よ
う
な
計
測
値
を
も
つ
。
蓋
石
表
（
截
頭
部
）
縦
37.5
cm×
横
37.6
cm
裏
（
石
底
面
）
縦
46.3
cm×
横
46.0
cm×
厚
9.3
cm
身
石
表
（
刻
字
面
）
縦
46.3
cm×
横
46.0
cm×
厚
9.0
cm
裏
（
石
底
面
）
縦
45.5
cm×
横
44.7
cm
鉄
鐶
蓋
石
上
面
中
央
部
左
右
に
鉄
釘
を
も
っ
て
附
す
。
釘
残
高
1.0
cm（
推
定
縦
幅
2.7
cm×
横
幅
2.3
cm）
鐶
推
定
内
径
6.5
cm（
推
定
線
径
約
1.2
cm）
蓋
石
の
上
面
は
頂
形
（
覆
斗
形
）
で
、
そ
の
底
面
は
平
板
で
は
な
く
、
周
縁
か
ら
内
部
中
央
に
向
け
て
0.4
cmほ
ど
削
凹
さ
れ
て
お
り
、
蓋
石
底
面
縁
辺
と
刻
字
を
も
つ
身
石
上
面
縁
辺
が
契
合
で
き
る
よ
う
に
加
工
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
四
周
の
各
面
は
丁
寧
に
磨
き
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
身
石
は
上
面
の
刻
字
面
、
四
周
側
面
が
平
滑
に
磨
平
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
底
面
は
割
り
整
え
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
身
石
の
底
面
は
刻
字
面
よ
り
や
や
狭
小
に
さ
れ
て
い
る
注
５
。
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一
、
出
土
墓
銘
の
刻
字
採
録
例
こ
の
墓
銘
の
刻
字
は
、
鮮
麗
な
隷
書
で
、
当
代
一
流
の
書
者
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
刻
字
に
関
し
て
、
墓
銘
の
出
土
後
、
拓
影
目
睹
者
に
よ
る
二
種
の
釈
文
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
二
〇
〇
八
年
二
月
下
旬
に
好
事
家
が
発
表
し
た
釈
文
を
引
こ
う
。
※
採
字
改
行
部
：
／
印
を
付
し
た
。
北
齊
僧
賢
墓
誌
銘
大
齊
故
沙
門
大
統
僧
賢
墓
銘
／
昭
玄
大
統
／
法
師
諱
僧
賢
．
俗
姓
張
氏
．
桑
乾
．
桑
乾
人
．
家
有
風
．
名
德
相
跌
．
法
師
風
尚
英
．
題
調
賢
秀
．
早
著
出
群
之
望
．
／
夙
立


倫
之
表
．
懷
抱
高
分
．
獨
拔
風
塵
．
貞
心
峻
節
．
眇
俗
累
．
於
是
矯
跡
縞
門
．
遊
心
真
寂
．長
驚
玄
境
．
深
入
／
秘
藏
．
微
言
妙
旨
．
獨
得
如
神
，
馳
譽
飛
聲
遍
於
遐
邇
；
年
廿
九
／
敕
修
内
起
居
．
法
集
．
既
而
實
相
．
宗
靜
業
圓
教
異
珍
．
同
歸
殊
．
總
入
懸
河
．
注
水
破
石
．摧
金
一
音
，

	／
四
部
．

仰
龍
象
之
望
．
朝
野
推
焉
；
詔
為
沙
門
都
．
俄
轉
沙
門
大
統
．總
持
．
興
聖
，
國
之
福
田
．
／
又
／
詔
為
二
大
寺
主
．
如
師
子
吼
．
常
轉
法
輪
．
甘
露
津
流
．
被
於
一
切
方
欲
．
橋
苦
海
．
拯
拔
危
城
．
生
滅
非
常
．
處
／
從
化
往
；
以
武
平
元
年
．
在
庚
寅
二
月
乙
卯
朔
五
日
己
未
．
神
於
興
聖
寺
，
時
年
六
十
六
．
上
下
嗟
殤
．
縞
／
素
酸
感
，
以
其
月
八
日
葬
於
野
馬
崗
東
北
二
里
，
勒
玄
石
．
垂
景
行
於
不
朽
．
其
銘
曰
／
峨
峨
上
人
．
窮
理
入
神
．
慈
悲
將
俗
．
清
靜
居
身
．
天
口
非
．
河
瀉
誰
倫
．
超
茲
欲
海
．
邁
彼
玄
津
．
時
求
懿
德
．
／
弘
風
有
因
．
法
輪
恒
運
．
覺
寶
惟
新
．
此
生
非
我
．
慈
燈
處
淪
．
勒
斯
泉
石
．
用
紀
芳
塵
注
６
。
つ
い
で
同
年
二
月
末
に
篆
刻
愛
好
家
が
、
「
以
上
是
本
人
的
断
句
．
萩
各
位
老
弗
樟
正
！
！
！
」
と
添
記
し
て
次
の
釈
文
を
公
表
し
て
い
る
。
北
齊
僧
賢
墓
誌
銘
大
齊
故
沙
門
大
統
賢
墓
銘
昭
玄
大
統
／
法
師
諱
賢
．
俗
姓
張
氏
．
桑
乾
．
桑
乾
人
．
家
有
風
．
名
德
相
跌
．
法
師
風
英
．
題
調
／
賢
秀
．
早
著
出
群
之
望
．
夙
立
倫
之
表
．
懷
高
分
．
獨
拔
風
塵
．
貞
心
峻
．
眇
俗
累
．
於
是
／
矯
跡
縞
門
．
心
真
寂
．
長
驚
玄
境
．
深
入
秘
藏
．
言
妙
旨
．
獨
得
如
神
，
馳
譽
飛
聲
於
遐
／
邇
；
年
廿
九
敕
修
内
居
．
法
集
．
既
而
實
相
．
宗
靜
業
圓
異
珍
．
同
歸
殊
．
總
入
懸
河
．
／
注
水
破
石
．
摧
金
一
音
，
所
	四
部
．

仰
龍
象
之
望
．
朝
野
推
焉
；
詔
爲
沙
門
都
．
俄
轉
沙
門
／
大
統
．
總
持
．
興
聖
，
國
之
福
田
．
又
詔
爲
二
大
寺
主
．
如
師
子
吼
．
常
轉
法
輪
．甘
露
津
流
．
被
／
於
一
切
方
欲
．
橋
苦
．
拯
拔
危
城
．
生
滅
非
常
．
處
從
化
往
；
以
武
平
元
年
．
在
庚
寅
二
月
／
乙
卯
朔
五
日
己
未
．
神
於
興
聖
寺
，
時
年
六
十
六
．
上
下
嗟
殤
．
縞
素
酸
感
，
以
其
月
八
日
／
葬
於
野
馬
崗
東
北
二
里
，
勒
玄
石
．
垂
景
行
於
不
朽
．
／
其
銘
曰
峨
峨
上
人
．
窮
理
入
神
．
慈
悲
將
俗
．
清
靜
居
身
．
天
口
非
．
河
瀉
誰
倫
．
超
茲
／
欲
．
邁
彼
玄
津
．
時
求
懿
德
．
弘
風
有
因
．
法
輪
恒
．
覺
寶
惟
新
．
此
生
非
我
．
慈
燈
處
淪
．
勒
斯
泉
石
．
用
紀
芳
塵
注
７
。
こ
の
二
種
以
外
に
現
在
ま
で
に
墓
誌
銘
の
釈
文
を
試
み
た
も
の
を
見
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
何
れ
も
、
断
句
と
共
に
釈
文
上
に
相
当
な
錯
誤
が
あ
り
、
補
正
を
必
要
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
拓
影
と
共
に
原
石
を
平
成
二
十
年
夏
に
実
見
し
得
、
誌
銘
釈
読
を
進
め
て
、
同
二
十
一
年
正
月
及
び
五
月
に
学
会
で
こ
れ
を
口
述
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
そ
の
誌
文
銘
辞
を
採
録
し
て
沙
門
大
統
僧
賢
に
か
か
わ
る
事
蹟
に
つ
い
て
小
述
を
試
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
二
、
新
採
録
と
私
訓
総
三
四
九
字
に
わ
た
る
謹
隷
所
刻
の
僧
賢
墓
銘
の
銘
文
は
次
の
よ
う
に
採
録
さ
れ
る
注
８
。
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な
お
、「
法
」「
桑
」「
緇
」
等
の
文
字
は
繁
体
、
異
体
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
大
齊
故
門
大
統
賢
墓
銘
昭
玄
大
統
師
諱
僧
賢
俗
姓
張
氏
乾
乾
人
家
有
風
名
徳
相
踵
師
風
尚
英
體
調
閑
秀
早
著
出
羣
之

夙
立
絶
倫
之
表
懷
抱
髙
分
獨
拔
風
塵
貞
心
峻

	

俗
累
於
是
矯
迹
緇
門
心
真
寂
長
玄
境
深
入
秘
藏
言
妙
旨
獨
得
如
神
馳
譽
飛
聲
於
遐
邇

廿
九
勅
脩
内
居
集
既
而
實
相
宗
淨
業

異
同
歸
殊

入
懸
河
注
水
破
石
摧
金
一
音

四
部
仰
龍
象
之
朝
野
推
焉
爲
門
都
俄
轉
門
大
統
持
興
國
之
福
田
又
詔
爲
二
大
寺
主
如
師
子
吼
常
轉
輪
甘
露
津
流
被
於
一
切
方
欲
橋
苦

拔
危
城
生
非
常
 従
化
往
以
武
平
元
歳
在
庚
!二
月
乙
卯
朔
五
日
己
未
"
#於
興
寺
時
六
十
六
上
下
嗟
殤
緇
素
酸
感
以
其
月
八
日
$於
野
馬
崗
東
北
二
里
敬
勒
玄
石
垂
景
行
於
不
朽
其
銘
曰
峩
峨
上
人
窮
理
入
神
慈
悲
%
俗
清
淨
居
身
天
口
非
&河
瀉
誰
倫
超
茲
慾
邁
彼
玄
津
時
求
懿
徳
'風
有
因
輪
恒
(覺
寶
惟
新
此
生
非
我
慈
燈
 淪
勒
斯
泉
石
用
紀
芳
塵
大
齊
故
沙
門
大
統
賢
墓
銘
昭
玄
大
統
法
師
諱
は
僧
賢
、
俗
姓
は
張
氏
、
桑
乾
さ
う
け
んの
桑
乾
人
な
り
。
家
は
風
有
り
て
名
―57―
図1 僧賢墓銘 蓋
上面，側面 拓影
図2－1 僧賢墓銘 身
刻字面，側面
拓影
図2－2 僧賢墓銘 身 刻字面，側面 拓影
徳
相
ひ
踵 つ
ぐ
。
法
師
風
尚
英
、
體
調
閑
秀
に
し
て
、
早
に
出
群
の

ほ
ま
れを
著
し
、
夙
に
絶
倫
の
表 し
る
しを
立
つ
。
懷
抱
高
分
、
獨
り
風
塵
を
拔
く
。
貞
心
峻

眇 は
る
かに
俗
累
を

す
つ
。
是
に
於
ひ
て
迹
を
緇
門
に
矯 あ
ら
ため
、
心
を
真
寂
に
ば
す
。
長 つ
ねに
玄
境
に

は
せ
、
深
く
秘
藏
に
入
る
。
言
妙
旨
獨
り
神
の
如
き
を
得
、
譽 ほ
ま
れを
馳
せ
聲
を
飛 か
けら
せ
遐
邇
を
ち
こ
ちに

あ
ま
ねし
。
	
よ
は
ひ
廿
九
、
内

居
法
集
を
勅
脩
す
。
既
に
し
て
實
相
宗
、
淨
業

、
異
軫
に
し
て
同
歸
し
殊
に
し
て
入
す
。
懸
河
注
水
、
破
石
摧
金
、
一
音
い
つ
と
んの


四
部
倶
に
仰
ぐ
。
龍
象
の

ほ
ま
れ
朝
野
焉 こ
れ
を
推
せ
り
。
詔
あ
り
て
沙
門
都
と
為
り
、
俄 に
は
かに
し
て
沙
門
大
統
に
轉
ず
。
持
興
は
國
の
福
田
、
又
詔
あ
り
て
二
大
寺
主
と
為
る
。
師
子
吼
の
如
く
、
常
に
法
輪
を
轉
ず
。
甘
露
津
流
し
、
一
切
に
被 お
よぶ
。
方
に
苦
に
橋
し
、
危
域
を
拔
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
生
滅
は
非
常
に
し
て
、
遽 に
は
かに
化
往
に
従
ひ
、
武
平
元
	歳
在
庚
寅
二
月
乙
卯
朔
五
日
己
未
を
以
ち
て
神
を
興
寺
に

う
つす
。
時
に
	
六
十
六
な
り
。
上
下
嗟
殤
し
、
緇
素
し
そ
酸
感
す
。
其
の
月
八
日
を
以
ち
て
野
馬
崗
の
東
北
二
里
に

は
ふり
、
敬 つ
つ
しみ
て
玄
石
に
勒
し
、
景
行
を
不
朽
に
垂
る
。
其
の
銘
に
曰 い
は
く
、
峩
峨
た
り
上
人
、
窮
理
神
に
入
る
。
慈
悲
俗
に

す
すめ
、
清
浄
身
に
居 と
どむ
。
天
口
は
非
類
、
河
瀉
誰
れ
か
倫 た
ぐ
ひせ
む
。
茲 こ
こに
慾
を
超
え
、
彼
の
玄
津
に
邁 ゆ
く
。
時
に
懿
徳
を
求
め
、
風
を
弘
む
る
に
因
あ
り
。
法
輪
恒
に

め
ぐら
せ
、
覺
寶
惟
れ
新
た
な
り
。
此
の
生
非
我
に
し
て
慈
燈
遽
か
に
淪 き
ゆ
。
斯
の
泉
石
に
勒 き
ざみ
て
、
用 も
ち
て
芳
塵
を
紀
せ
り
。
三
、
語
辞
の
釈
解
こ
こ
で
銘
文
中
の
主
要
な
語
辞
の
小
解
を
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
○
諱

本
名
を
敬
崇
し
称
呼
を
避
け
る
と
い
う
中
国
古
代
以
来
の
礼
俗
の
風
習
が
仏
徒
に
も
及
ん
だ
称
制
の
よ
う
で
、
こ
の
「
諱
」
と
は
、
遷
化
し
た
先
師
、
亡
僧
の
名
を
尊
び
直
称
を
避
け
る
意
味
で
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
内
容
は
、
後
代
人
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
注
９
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
た
だ
し
「
字
」
に
つ
い
て
は
出
家
後
の
も
の
と
は
見
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。
・
先
師
諱
惠
果
和
尚
、
俗
姓
馬
氏
（
大
靑
龍
寺
三
朝
供
奉
大
德
行
）
・
大
師
諱
智
顗
、
字
德
安
、
俗
姓
陳
氏
（
隋
天
臺
智
者
大
師
別
傳
）
・
二
北
齊
者
文
。
…
…
…
後
學
敬
不
敢
正
斥
其
諱
、
以
北
齊
者
稱
焉
（
天
臺
九
傳
）
僧
賢
の
名
は
、
出
家
時
に
師
僧
か
ら
付
与
さ
れ
た
僧
名
と
推
測
さ
れ
る
が
、
南
齊
武
帝
代
の
外
国
沙
門
僧
伽
跋
陀
羅
こ
と
僧
賢
（
唐
訳
で
は
衆
賢
）
の
名
に
因
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
に
も
想
像
さ
れ
る
。
○
昭
玄
大
統

こ
の
語
に
つ
い
て
は
本
稿
Ⅰ
章
（
54頁
～
）
参
照
。
 昭玄
大
統
!は
昭
玄
曹
局
の
長
の
呼
称
で
あ
る
。
劈
頭
行
の
題
に
続
い
て
二
字
分
の
空
格
を
置
き
刻
ま
れ
る
こ
の
語
は
、
そ
の
後
部
に
も
二
字
分
の
空
格
が
設
け
ら
れ
て
い
て
次
行
の
冒
頭
に
連
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
崇
敬
表
記
の
も
と
に
僧
賢
の
上
任
し
た
僧
官
を
刻
ん
だ
も
の
と
見
る
べ
き
か
、
或
い
は
こ
の
墓
銘
の
造
顕
者
、
"述
者
、
書
丹
者
を
示
す
も
の
と
見
る
べ
き
か
、
判
じ
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
題
記
の
直
下
に
造
顕
者
（
部
局
）、
又
は
"書
者
名
を
表
記
す
る
例
は
、
隋
唐
代
以
前
に
は
例
え
ば
次
記
の
よ
う
な
も
の
が
わ
ず
か
に
徴
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
上
、
所
刻
の
語
が
「
昭
玄
（
曹
局
）」
で
な
く
「
昭
玄
大
統
某
某
」
で
も
な
い
「
昭
玄
大
統
」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
語
は
、
造
顕
や
"書
に
か
か
わ
り
刻
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
僧
賢
そ
の
人
の
銜
官
を
綴
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
・
故
永
陽
敬
太
妃
墓
誌
銘
尚
書
右
僕
射
太
子
詹
事
臣
勉
奉
敕
"／
永
陽
太
太
妃
王
氏
、
琅
邪
臨
沂
人
也
。

略

（
梁
普
通
元
年
十
一
月
廿
八
日
#葬
）
・
大
齊
天
統
元
年
$次
乙
酉
十
一
月
己
卯
朔
六
日
甲
申
張
府
／
君
墓
誌
銘
宗
人
長
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參
軍
張
景
造
／
君
諱
、
字
安
興
、
南
陽
白
水
人
也
。

略

（
北
齊
天
統
元
年
十
一
月
六
日
造
）
な
お
、
誌
銘
末
尾
に
、
造
顕
、
書
年
月
、
氏
名
等
を
刻
む
も
の
も
実
例
が
少
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
も
の
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
・
魏
故
比
丘
尼
統
慈
慶
墓
誌
銘
／
尼
俗
姓
王
氏
、
字
鍾
兒
、
太
原
祁
人
。

略

／
又
贈
比
丘
尼
統
。

略

／

略

／
征
虜
將
軍
中
散
大
夫
領
中
書
舍
人
常
景
文
、
李
寧
民
書
。
（
北
魏
正
光
五
年
四
月
十
八
日
）
・
魏
故
侍
中
使
持
都
督
冀
州
諸
軍
事
車
騎
大
將
軍
儀
同
三
司
冀
州
剌
史
武
陽
縣
開
國
公
侯
君
之
墓
誌
／
公
諱
剛
、
字
乾
之
、
上
谷
居
庸
人
也
。

略

／
孝
昌
二
年
十
月
十
八
日
侍
御
	


智
深
文
。
（
北
魏
孝
昌
二
年
十
月
十
八
日
葬
）
こ
う
し
た
遺
例
か
ら
、
当
時
、
墓
誌
を
造
顕
す
る
に
際
し
て
は
、
常
景
な
ど
の
よ
う
な
文
才
で
聞
こ
え
た
者
に
委
嘱
し
た
選
述
、
所
刻
な
ど
は
別
と
し
て
、
一
般
に
は
高
卑
の
身
分
に
限
ら
ず
、
書
者
を
表
記
し
て
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
意
識
が
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
、
付
記
す
れ
ば
、
次
引
の
「
魏
僧
令
墓
誌
」
の
よ
う
に
、
先
師
の
遺
弟
が
誌
銘
を
述
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
・
魏
故
昭
玄
沙
門
大
統
僧
令
法
師
墓
誌
銘
／
法
師
姓
杜
、
京
兆
人
也
。

略

／
弟
子
智
、

、
覺
意
等
、
痛
顔
之
長
往
、
懼
大
義
之
將
乖
、
興
言
永
慕
。
乃
作
銘
曰
、
／

略

／
大
魏
永
熙
三
年
次
甲
寅
二
月
甲
寅
朔
三
日
丙
辰
。
（
北
魏
永
熙
三
年
二
月
三
日
）
○
桑
乾
桑
乾
人

こ
の
文
は
桑
乾
の
地
名
が
衍
書
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
当
時
の
出
自
の
表
記
法
に
よ
る
も
の
で
、
郡
、
県
等
の
行
政
区
画
単
位
を
上
下
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
表
記
は
北
齊
代
に
か
な
り
の
頻
度
で
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、
次
の
よ
う
な
遺
例
が
確
認
さ
れ
る
注
。
・
公
諱
粹
、
字
景
純
、
邊
城
郡
邊
城
縣
人
也
（
北
齊
故
驃
騎
大
將
軍
范
公
墓
誌
武
平
六
年
五
月
一
日
遷
）
・
君
諱
雙
仁
、
字
德
、
廣
平
廣
平
人
也
（
北
齊
故
劉
使
君
墓
誌
之
銘
武
平
元
年
十
一
月
十
一
日
葬
）
・
君
諱
保
、
金
城
金
城
人
也
（
北
齊
故
鎭
將
乞
伏
君
墓
誌
武
平
二
年
二
月
十
八
日
）元
来
、
出
自
、
本
貫
地
に
関
し
て
は
、
・
君
諱
、
字
延
寶
、
隴
西
郡
狄
道
縣
都
郷
和
風
里
人
也
（
北
魏
李
簡
子
墓
誌
銘
）
・
姓
封
、
字
和
、
恒
州
代
郡
平
城
人
也
（
北
魏
和
墓
誌
銘
）
な
ど
と
、
州
、
郡
、
縣
、
郷
、
里
と
順
次
大
か
ら
小
へ
と
、
ま
た
上
位
か
ら
下
位
へ
と
所
轄
区
分
を
表
示
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
北
齊
代
に
は
、
こ
う
し
た
区
分
単
位
名
を
略
記
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
桑
乾
郡
桑
乾
縣
の
郡
縣
名
は
、
わ
ず
か
に
縣
名
の
み
が
『
北
史
』
卷
四
十
九
の
斛
斯
椿
弟
の
元
壽
傳
中
に
「
封
桑
乾
縣
伯
」
と
徴
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、『
隋
書
』
卷
二
十
五
「
地
理
」
中
、
馬
邑
郡
善
陽
縣
条
下
に
、
「
又
有
後
魏
桑
乾
郡
、
後
齊
以
置
廣
寧
郡
。
後
郡
廢
、
大
業
初
州
廢
。」
と
記
さ
れ
、
ま
た
『
魏
書
』
卷
三
十
七
司
馬
安
傳
に
、
「
子
惠
安
、
高
時
襲
、
恒
州
別
駕
、
桑
乾
太
守
」
同
書
巻
八
十
朱
端
傳
に
、
「
朱
端
、
字
元
龍
、
代
郡
桑
乾
人
」
同
書
卷
一
百
十
二
上
靈
徴
志
地
震
条
下
に
「
延
昌
元
年
四
月
、

略

恒
州
之
繁
畤
、
桑
乾
、
靈
丘

略

」
『
水
經
注
』
水
条
下
に
、
「
桑
乾
水
、
又
東
南
逕
瓜
阜
曲
西

略

東
南
流
逕
桑
乾
郡
北
、
大
魏
因
水
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以
立
郡
、
受
厥
稱
焉
。」
と
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
魏
代
に
置
設
さ
れ
た
桑
乾
の
郡
、
縣
が
、
北
齊
代
に
至
り
、
古
来
の
地
称
を
も
っ
て
廣
寧
郡
桑
乾
縣
と
改
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
注
。
隋
代
に
は
こ
の
郡
は
桑
乾
鎭
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
僧
賢
墓
銘
の
者
は
、
桑
乾
郡
が
既
に
廣
寧
郡
と
改
称
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
僧
賢
の
出
自
地
を
故
に
旧
称
の
桑
乾
の
語
を
用
い
て
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
桑
乾
の
地
は
、
現
在
の
山
西
省
山
陰
県
の
地
に
あ
た
り
、
青
齊
の
士
が
徒
さ
れ
た
平
齊
郡
に
河
を
挟
ん
で
北
面
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
ま
た
、
投
北
の
南
人
が
葬
さ
れ
、
仏
寺
も
起
こ
さ
れ
た
地
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
魏
書
』
卷
六
十
六
の
崔
亮
傳
、
同
卷
二
十
四
の
崔
道
固
傳
、
同
卷
三
十
八
の
王
龍
傳
等
の
記
事
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。『
北
齊
書
』
卷
二
十
五
の
張
纂
傳
に
は
、「
父
烈
、
桑
乾
太
守
」
と
見
え
る
が
、
僧
賢
は
こ
う
し
た
張
氏
の
系
流
に
か
か
わ
る
可
能
性
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
○
廿
九

僧
賢
の
遷
化
の
年
次
は
銘
文
中
に
、「
以
武
平
元
（
五
七
〇
）
在
庚
寅
二
月
乙
卯
朔
二
日
乙
未
」
と
あ
り
、
そ
の
世
寿
も
「
時
六
十
六
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
廿
九
」
の
時
は
、
北
魏
出
帝
孝
武
帝
元
修
の
永
熙
二
年
（
五
三
三
）
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
歡
に
擁
立
さ
れ
て
帝
位
に
即
い
た
元
修
が
わ
ず
か
に
一
年
余
を
経
た
こ
の
時
期
は
、
「
永
熙
之
年
、
權
佞
擅
朝
、
辜
小
是
崇
、
勲
賢
見
	」
（
『
魏
書
』
卷
十
二
出
帝
紀
）
と
記
さ
れ
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
の
作
者
楊
衒
之
が
「
永
熙
多
難
」
と
綴
る
通
り
頗
る
多
難
な
時
で
あ
っ
た
。
因
み
に
記
せ
ば
、
孝
武
帝
は
、
翌
三
年
秋
七
月
に
長
安
に
出
関
し
、
そ
の
年
底
に
宇
文
黒
獺
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
二
十
五
歳
の
命
を
終
え
て
お
り
注

、
ま
た
、
高
歡
ら
に
推
さ
れ
て
北
魏
王
朝
の
空
位
の
帝
位
に
即
い
た
わ
ず
か
十
一
歳
の
元
善
見
孝
靜
帝
は
、
改
年
後
、
都
を
に
遷
す
こ
と
に
な
る
。
○
勅
脩
内
居
法
集

発
勅
は
孝
武
帝
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
背
後
に
は
権
勢
並
び
無
き
齊
獻
武
王
高
歡
が
存
在
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
内
居
法
集
」
と
は
一
書
な
の
か
、
ま
た
は
「
内
居
」
と
「
法
集
」
の
二
書
な
の
か
、
こ
の
文
か
ら
は
分
明
に
し
得
な
い
が
、
銘
文
後
出
の
寺
名
を
連
記
す
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
二
書
と
見
る
こ
と
も
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
「
内
居
」
は
、
皇
帝
の
仏
事
に
関
わ
る
言
行
の
目
録
、
注
記
で
、
こ
れ
と
共
に
仏
教
の
故
事
、
論
、
伝
等
を
抄
録
し
た
「
法
集
」
を
上
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
魏
書
』
卷
一
百
一
十
四
「
志
」
釋
老
志
に
、
「
世
宗
篤
好
佛
理
、
年
常
於
禁
中
、
親
講
經
論
、
廣
集
名
、
標
明
義
旨
、
沙
門
條
、
爲
内
起
居
焉
」
と
の
記
事
が
あ
る
の
で
、
「
内
居
」
の
実
体
が
判
明
す
る
。
当
時
注
僧
賢
は
、
こ
う
し
た
も
の
を
編
で
き
る
才
幹
を
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
法
集
」
に
つ
い
て
は
、
『
出
三
藏
集
』
第
十
二
「
釋
祐
法
集
」
に
「
法
集
雜

傳
銘
七
卷
」
な
ど
の
記
述
と
共
に
、「
法
集
雜
銘
」
の
条
記
に
、「
佛
牙
記
一
卷
胡
音
解
譯
記
一
卷
」
か
ら
「
柔
法
師
碑
銘
一
卷
」
ま
で
の
七
卷
共
帙
の
記
述
が
あ
る
注
た
め
、
こ
う
し
た
編
録
、
抄
録
物
を
定
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
○
爲
門
都
俄
轉
門
大
統

旧
来
沙
門
都
を
沙
門
大
統
の
別
称
と
見
る
説
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
句
に
よ
り
沙
門
都
と
沙
門
大
統
と
は
各
々
別
異
の
も
の
で
階
次
の
区
別
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
沙
門
都
が
沙
門
都
維
那
の
こ
と
で
あ
る
か
否
か
は
明
か
し
難
い
が
、
別
官
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
僧
賢
本
人
に
は
沙
門
統
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
伝
述
が
あ
る
の
で
、
こ
の
沙
門
都
は
沙
門
統
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
沙
門
都
が
沙
門
統
で
な
く
沙
門
都
維
那
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
僧
賢
は
沙
門
都
維
那
か
ら
特
進
し
て
沙
門
大
統
と
―60―
な
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
○
持
興
國
之
福
田

「
國
之
福
田
」
は
寺
院
を
「
国
の
福 さき
は
ひを
生
む
田
」
に
擬
し
た
表
現
で
、「
持
」「
興
」
は
当
時
の
官
立
の
大
寺
で
あ
る
。
持
寺
は
伝
世
文
献
で
は
総
持
寺
と
表
記
さ
れ
る
が
も
総
も
聚
束
の
意
を
示
す
文
字
で
通
用
し
て
使
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
（
総
）
持
寺
は
大
総
持
寺
と
称
さ
れ
た
河
清
二
年
（
五
六
三
）
五
月
武
成
帝
の
建
立
し
た
官
大
寺
で
、『
北
齊
書
』
卷
七
「
武
成
紀
」
河
淸
二
年
条
に
、
「
五
月
壬
午
詔
、
以
城
南
雙
堂
閏
位
之
苑
、

大
總
持
寺
。」
と
造
立
の
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
総
持
寺
に
は
僧
賢
の
遷
化
し
た
の
ち
に
、
左
僕
射
祖
の
推
挽
に
よ
り
國
都
と
な
っ
た
崔
光
の
弟
順
が
住
ま
い
、
そ
こ
で
七
十
二
の
世
寿
を
終
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
興
寺
と
も
呼
ば
れ
た
興
寺
は
、
同
じ
く
河
清
二
年
（
五
六
三
）
八
月
に
武
成
帝
が
三
臺
宮
を
施
入
し
て
創
立
し
た
官
大
寺
で
あ
り
、
『
北
齊
書
』
卷
七
「
武
成
紀
」
河
淸
二
年
条
に
は
、
「
秋
八
月
辛
丑
詔
、
以
三
臺
宮
爲
大
興
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
は
、
曹
魏
時
に
築
成
さ
れ
た
銅
爵
、
金
獸
、
氷
井
の
三
臺
を
修
改
し
た
金
鳳
、
聖
應
、
崇
光
の
高
臺
宮
を
す
べ
て
施
入
し
た
壮
大
な
寺
院
で
あ
っ
た
。
○
橋
苦
海

『
菩
	本

經
』
（
大
正
新
脩
『
大
藏
經
』
第
三
册
No.
153）
卷
三
に
、
「
爲
度
煩
惱
苦
之
人
而
作
橋
梁
」
と
あ
る
。
苦
し
み
の
海
の
如
き
世
界
に
う
ご
め
く
人
々
を
架
け
橋
を
作
り
わ
た
し
て
救
済
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
○
拔
危
城

は
拯
の
通
俗
異
体
字
。
こ
の
句
は
前
句
「
橋
苦
海
」
に
対
さ
れ
た
も
の
で
類
同
の
内
容
を
示
す
。
北
齊
盧
思
「
從
駕
經
大
慈
照
寺
詩
序
」
に
「
救
民
於
苦
器
、
拯
慾
界
於
危
城
。

略

身
心
登
淨
樂
之
境
、
生
靈
仰

御
之
力
。」
と
綴
ら
れ
る
内
容
に
連
な
る
も
の
と
言
え
る
。
○
野
馬
崗
東
北
二
里

こ
の
地
が
正
確
に
現
在
の
ど
の
地
に
あ
た
る
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
河
南
岸
に
西
か
ら
東
へ
張
り
出
す
阜
丘
の
隣
接
地
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
野
馬
崗
の
名
は
、
『
魏
書
』
卷
十
一
「
廢
出
三
帝
紀
」
第
十
一
の
後
廢
帝
朗
条
及
び
『
北
史
』
卷
五
「
魏
本
紀
」
第
五
廢
帝
条
に
、
帝
が
廃
さ
れ
て
安
定
郡
王
に
な
っ
た
の
ち
の
中
興
二
年
（
五
三
二
）
十
一
月
に
門
下
省
外
で
処
刑
さ
れ
、
越
え
て
永
熙
二
年
（
五
三
三
）
に
埋
葬
さ
れ
た
地
と
し
て
、「
永
熙
二
年
葬
於
西
南
野
馬
崗
」
（『
魏
書
』
は
「
岡
」
に
作
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
野
馬
崗
は
都
攻
略
の
戦
場
と
も
な
っ
た
よ
う
で
、
神
武
帝
高
歡
と
爾
朱
兆
と
が
戦
い
敗
走
す
る
兆
を
追
う
高
季
式
が
駆
け
度
る
崗
や
、
北
齊
滅
亡
の
折
、
反
乱
を
起
こ
し
た
尉
迥
が
甲
三
千
を
伏
せ
た
地
と
し
て
も
史
書
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
『
北
齊
書
』
卷
一
帝
「
神
武
帝
上
」
、
『
北
史
』
卷
六
十
列
傳
「
宇
文
忻
傳
」
）。
こ
の
野
馬
崗
の
阜
丘
の
範
囲
は
か
な
り
の
大
き
さ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
地
縁
辺
か
ら
当
時
の
墓
誌
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
の
一
部
を
抄
記
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
注
。
・
於
都
西
南
野
馬
崗
東
（
北
齊
長
孫
顯
墓
誌
天
保
四
年
（
五
五
三
）
十
一
月
廿
五
日
）
・
葬
於
西
南
野
馬
崗
之
東
、
去
城
廿
里
（
北
齊
徐
徹
墓
誌
天
保
十
年
（
五
五
九
）
正
月
廿
一
日
葬
）
・

於
野
馬
崗
東
壹
十
里
所
（
北
齊
薛
廣
墓
誌
河
清
四
年
（
五
六
五
）
二
月
七
日
遷
葬
）
・
葬
於
郊
野
馬
崗
之
朝
陽
（
北
齊
元
洪
敬
墓
誌
河
清
四
年
（
五
六
五
）
八
月
廿
二
日
葬
）
・
於
城
西
南
廿
里
（
薛
懷
儁
墓
誌
北
齊
天
統
四
年
（
五
六
八
）
十
二
月
廿
三
日
）
・
合
葬
於
野
馬
崗
東
（
薛
懷
儁
妻
皇
甫
艶
墓
誌
北
齊
天
統
四
年
（
五
六
八
）
十
二
月
廿
三
―61―
日
合
葬
）
・
葬
於
野
馬
崗
北
去
王
城
廿
里
（
北
齊
梁
子
墓
誌
武
平
二
年
（
五
七
一
）
四
月
廿
日
葬
）
・
葬
於
城
西
廿
里
野
馬
崗
（
北
齊
可
生
渾
孝
裕
墓
誌
以
武
平
七
年
（
五
七
六
）
五
月
戊
寅
朔
七
日
甲
申
葬
）
・
合
葬
於
魏
郡
縣
野
馬
崗
白
塔
村
南
一
里
（
北
齊
李
世
擧
墓
誌
武
平
六
年
（
五
七
五
）
卒
隋
大
業
六
年
（
六
一
〇
）
正
月
朔
廿
日
合
葬
）
こ
れ
ら
の
刻
銘
に
も
と
づ
け
ば
、
野
馬
崗
は
城
西
南
二
十
里
の
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
一
里
は
現
在
の
五
〇
〇
m余
で
あ
る
こ
と
か
ら
城
か
ら
野
馬
崗
ま
で
の
距
離
は
10
km余
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
出
土
地
が
確
認
さ
れ
る
数
例
の
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
野
馬
崗
の
東
辺
は
現
在
の
安
陽
市
西
郊
の
河
の
河
陰
の
地
帯
、
そ
し
て
そ
れ
か
ら
安
陽
河
（
河
）
上
流
の
河
陽
に
及
ぶ
阜
丘
が
野
馬
崗
そ
の
も
の
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
現
在
の
南
干
渠
が
め
ぐ
る
北
、
東
、
南
縁
の
標
高
100
mの
地
を
含
む
丘
陵
注
、
す
な
わ
ち
安
豊
、
洪
河
屯
、

河
河
陽
に
囲
ま
れ
る
山
丘
を
野
馬
崗
と
言
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
僧
賢
墓
銘
の
出
土
地
は
、
安
豊
の
西
南
面
、
洪
河
屯
の
西
北
面
、
野
馬
崗
か
ら
す
れ
ば
東
北
1
km
余
に
あ
た
る
地
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
北
、
西
に
展
る
魏
、
齊
皇
室
の
陵
墓
域
が
、
時
代
を
降
す
に
従
い
次
第
に
西
南
へ
と
移
り
広
が
り
、
野
馬
崗
の
周
縁
地
が
北
齊
王
朝
の
大
小
人
士
の
墓
域
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
※
補
注
。
な
お
、
僧
賢
の
墓
葬
の
さ
ま
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
り
、
遺
骸
が
荼
毘
に
付
さ
れ
て
灰
骨
の
み
が
蔵
さ
れ
た
の
か
否
か
、
ま
た
墓
銘
の
置
設
状
況
等
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
Ⅲ
沙
門
僧
賢
と
そ
の
法
系
沙
門
僧
賢
の
師
承
、
法
系
は
い
か
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
遺
存
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
推
測
の
域
を
出
ぬ
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
沙
門
僧
賢
の
法
脈
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
、
既
知
の
記
事
僧
賢
に
関
す
る
記
事
は
、
僧
伝
、
刻
書
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
の
も
の
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
、
『
續
高
傳
』
卷
第
二
十
五
「
	禪
」
六
「
衞
州
霖
落
泉
釋
倫
傳
十
一
」
の
文
を
引
く
。
「


略


齊
武
平
九
年
、
與
父
至
雲
門
寺
賢
統
師
、
珉
禪
師
所
、
受
法
出
家
。
時
年
九
歳
。
二
師
問
其
相
、
答
以
白
光
流
臉
二
幡
夾
之
。
曰
、
子
眞
可
度
。
因
而
剃
落
。
周
武
平
齊
、
時
年
十
六
、
與
賢
統
等
流
離
西
東
、
學
四
念
處
誦
法
華
經
。


略


注
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
統
師
と
な
っ
て
い
た
僧
賢
は
武
平
九
年
（
五
七
八
）
に
雲
門
寺
に
来
っ
た
某
を
得
度
さ
せ
、
周
の
平
齊
時
に
そ
の
某
こ
と
僧
倫
と
共
に
西
東
に
流
離
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
傳
を
綴
っ
た
道
宣
は
、『
續
高
傳
』
卷
第
十
六
「
	禪
」
初
の
「
齊
西
龍
山
雲
門
寺
釋
稠
傳
八
」
末
に
、
「
余
以
貞
觀
初
年
陟

地
。
山
林
乃

事
惟
新
、
觸
處
荒
涼
、
興
生
滅
之
。
周
睇
焚
燼
、
頻
噎
黍
離
之
非
。
傳
親
行
圖
、
故
直
叙
之
于
後
耳
注
。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
伝
は
お
そ
ら
く
道
宣
が
親
し
く
四
伝
の
祖
稠
禅
師
の
故
地
を
訪
れ
、
か
つ
て
の
雲
門
寺
の
旧
跡
な
ど
を
尋
ね
て
関
連
の
情
報
を
得
た
上
で
綴
っ
た
も
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の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
仏
教
史
学
者
の
諏
訪
義
純
氏
が
そ
の
著
で
年
次
の
記
述
に
全
幅
の
信
頼
を
お
き
難
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
注
。
王
朝
の
隆
替
変
遷
を
経
た
七
〇
余
年
も
前
の
出
来
事
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
、
こ
う
し
た
記
事
は
注
意
深
く
読
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
二
、
遺
存
の
刻
字
次
に
僧
賢
に
か
か
わ
る
記
事
は
意
外
な
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
る
。
稠
禅
師
が
禅
観
の
実
修
を
行
な
っ
た
龍
山
雲
門
寺
の
石
窟
の
外
壁
の
書
刻
で
あ
る
。
安
陽
善
応
小
南
海
所
在
の
石
窟
の
左
に
彫
り
出
さ
れ
た
守
門
の
金
剛
神
像
の
坐
下
に
次
の
刻
字
が
見
え
る
注

の
で
あ
る
。
比
丘
僧
賢
供
養
雲
門
寺
僧
纖
書
伏
波
將
軍
彭
惠
通
刊
□ 如
来
證
涅
槃
永
斷
於
生
死
若
能
至
心
聽
當
得
无
量
樂
一
切
畏
刀
杖
无
不
愛
壽
命
恕
己
可
爲
喩
勿
勿
行
杖
書
刻
の
偈
句
は
、
北
凉
天
竺
三
藏
曇
無
讖
訳
の
『
大
般
涅
槃
經
』
卷
第
二
十
二
「
光
明
照
高
貴
德
王
菩
品
」
第
十
、
及
び
同
經
卷
十
「
一
切
大
衆
所
問
品
」
第
五
中
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
父
親
殺
害
を
犯
し
た
阿
闍
世
王
の
済
度
の
話
を
背
影
に
、
「
如
来
は
煩
悩
吹
断
の
涅
槃
を
証
し
、
生
死
世
界
を
永
断
さ
れ
て
い
る
。
も
し
よ
く
至
心
に
真
の
法
を
聴
く
な
ら
ば
、
必
ず
や
無
量
の
楽
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
刀
杖
の
難
を
畏
れ
、
寿
命
を
愛
ま
ぬ
も
の
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
己
を
い
つ
く
し
む
こ
と
を
さ
と
し
と
な
す
べ
き
だ
。
い
の
ち
あ
る
も
の
を
殺
す
こ
と
な
く
、
杖
う
つ
こ
と
な
く
、
慈
し
み
を
深
め
、
施
し
を
尽
く
し
て
仏
の
道
を
歩
む
こ
と
だ
。」
と
の
旨
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
涅
槃
經
』
由
来
の
こ
う
し
た
偈
句
は
、
稠
禅
師
の
日
常
の
口
説
で
、
こ
れ
を
継
承
す
る
僧
賢
ら
の
標
語
と
も
推
測
さ
れ
、
窟
前
壁
に
刻
成
さ
れ
た
稠
禅
師
の
禅
観
の
要
諦
を
示
す
『
華
嚴
經
』
偈
讚
、『
涅
槃
經
』「
聖
行
品
」
及
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図3 僧稠、僧賢、定襌師関連刻字拓影
1.小南海石窟内壁刻字
2.小南海石窟外壁刻字
3.僧賢墓銘刻字
4.南響堂寺第2窟中心柱刻字
5.水浴寺石窟西窟内壁刻字
5 4 3 2 1
び
「
梵
行
品
」
の
偈
讚
等
と
即
応
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
僧
賢
の
名
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
辛
う
じ
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
、
僧
稠
の
遺
弟
僧
賢
僧
賢
墓
誌
の
銘
文
に
は
、
出
家
の
動
機
も
修
行
の
情
景
も
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
出
家
落
髪
の
年
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
法
臘
も
不
明
と
な
る
が
、
廿
九
歳
時
に
は
勅
命
に
よ
る
『
内
起
居
』
『
法
集
』
の
脩
に
も
あ
た
っ
て
い
る
た
め
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
ま
で
に
は
、
沙
門
と
し
て
の
相
当
な
練
磨
を
累
ね
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
僧
賢
は
年
若
く
し
て
緇
門
に
入
り
、
そ
の
英
邁
な
性
を
発
揮
し
て
、
内
外
の
典
籍
に
も
通
暁
し
、
実
修
を
進
め
、
緇
素
と
共
に
帝
室
の
篤
い
信
頼
を
得
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
銘
文
中
に
は
、
師
承
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
が
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
一
代
の
沙
門
と
な
っ
た
か
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
沙
門
都
に
つ
い
で
沙
門
大
統
に
転
じ
て
、
王
朝
屈
指
の
官
大
寺

持
、
興
の
寺
主
と
な
っ
て
い
る
僧
賢
に
は
、
大
い
な
る
師
承
が
あ
っ
た
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。
小
南
海
石
窟
の
刻
字
か
ら
見
て
、
僧
賢
は
僧
稠
の
直
弟
子
の
一
人
と
見
て
誤
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
僧
賢
は
師
僧
稠
な
き
後
の
北
齊
代
中
後
期
に
至
っ
て
都
仏
教
界
の
雄
と
な
り
、
老
い
て
退
隠
し
よ
う
と
す
る
法
上
に
か
わ
っ
て
、
僧
尼
を
綱
領
す
る
沙
門
大
統
の
地
位
に
つ
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
僧
賢
は
、
惜
し
ま
れ
る
こ
と
に
、
沙
門
大
統
、
二
大
寺
主
と
な
っ
て
後
、
久
し
く
時
を
経
る
こ
と
な
し
に
、
武
平
元
年
（
五
七
〇
）
二
月
朔
五
日
に
任
住
の
興

寺
で
六
十
六
歳
で
遷
化
し
、
同
月
八
日
に
野
馬
崗
東
北
二
里
の
墓
所
に
ら
れ
て
い
る
。
遷
化
の
年
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
生
ま
れ
は
、
北
魏
宣
武
帝
元
恪
正
始
二
年
（
五
〇
五
）、
師
僧
稠
禅
師
（
北
魏
孝
文
帝
元
宏
太
和
四
年
（
四
八
〇
）
生
、
北
齊
廢
帝
高
殷
乾
明
元
年
（
五
六
〇
）
四
月
遷
化
）
と
は
二
十
五
歳
の
年
齢
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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図4 関連刻経等拓影
1.小南海石窟外壁刻字
2.北響堂寺山中刻経紀年部分
3.北響堂寺山中石経全景
4.北響堂寺南洞唐冩経記
4
3
2 1
○
む
す
び
に
さ
て
、
僧
賢
墓
銘
の
刻
文
の
釈
読
を
進
め
て
来
た
本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
刻
文
中
の
「
一
音

、
（
四
部
仰
）」
の
句
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
句
が
、
当
時
の
僧
俗
に
わ
た
る
奉
仏
者
達
の
脈
絡
の
一
部
を
解
き
明
か
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
寶
雲
經
』
『
華
嚴
經
』
『
十
地
經
』
『
泥
經
』
『
維
經
』
等
の
経
典
に
由
来
す
る
「
一
音
演
（
法
、
法
要
、
諸
法
）」
の
句
は
、
後
魏
菩
提
流
支
や
姚
秦
鳩
摩
羅
什
に
よ
り
、
諸
説
逓
伝
さ
れ
る
仏
如
来
一
代
の
教
説
そ
の
も
の
を
指
す
も
の
と
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
内
容
を
引
く
「
一
音

」
の
句
が
、
僧
賢
墓
銘
中
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
一
音

」
の
句
は
、
さ
ら
に
北
響
堂
寺
南
洞
の
「

寫
經
記
」
中
に
も
「
一
音

（
書
勒
名
山
）」
と
い
う
表
現
で
鐫
ま
れ
て
い
る
注
。
こ
う
し
た
句
の
契
合
は
何
れ
よ
り
起
こ
さ
れ
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
偶
然
の
一
致
と
は
見
做
し
難
い
背
景
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
同
時
代
、
同
時
期
の
限
ら
れ
た
環
境
を
も
つ
人
々
の
手
に
な
る
刻
銘
の
中
に
現
わ
れ
た
両
句
は
、
注
目
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「

寫
經
記
」
の
刻
書
自
体
は
、
刻
字
に
あ
る
よ
う
に
天
統
四
年
（
五
六
八
）
三
月
一
日
に
起
こ
さ
れ
、
武
平
三
年
（
五
七
二
）
五
月
八
日
に
そ
の
功
を
畢
え
た
と
い
う
。

が
鼓
山
山
中
に
刻
経
事
業
を
起
こ
し
た
天
統
四
年
は
、
沙
門
都
と
な
り
次
い
で
沙
門
大
統
と
な
っ
た
僧
賢
が
獅
子
吼
し
て
奮
迅
し
、
僧
衆
を
綱
領
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
こ
の
僧
賢
は
曾
て
鼓
山
の
石
窟
大
寺
主
と
な
っ
た
僧
稠
ゆ
か
り
の
沙
門
で
あ
る
。
先
師
の
領
し
た
鼓
山
の
山
内
で
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
刻
経
事
業
に
、
沙
門
大
統
僧
賢
は
濃
密
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
想
像
す
る
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、

が
刻
経
を
残
し
た
鼓
山
（
北
響
堂
寺
）
に
は

刻
経
よ
り
も
刻
成
時
期
の
古
い
遺
品
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
も
の
は
、
全
山
刻
経
中
の
最
古
の
も
の
で
天
統
二
年
（
五
六
五
）
所
刻
の
『
涅
槃
經
』
の
経
文
の
抄
刻
で
あ
る
注
	。
刻
成
の
時
期
、
抄
刻
経
文
の
内
容
か
ら
し
て
も
、
こ
の
刻
経
に
は
僧
稠
禅
師
ゆ
か
り
の
僧
賢
の
名
が
浮
か
び
出
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
出
の
僧
賢
墓
銘
は
、
当
時
の
緇
門
の
総
領
導

沙
門
大
統
に
任
じ
ら
れ
た
人
物
の
実
像
を
確
認
さ
せ
る
も
の
で
、
併
せ
て
僧
伝
の
誤
り
な
ど
も
糾
正
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
出
の
墓
銘
は
、
國
師
大
德
僧
稠
禪
師
や
当
時
の
顕
官
晉
昌
王

、
ま
た
山
東
、
西
北
で
の
刻
経
活
動
を
行
な
っ
た
僧
安
、
及
び
武
平
代
に
昭
玄
沙
門
大
統
に
任
じ
ら
れ
る
定
禪
師
な
ど
と
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る
法
脈
、
人
脈
を
解
き
ほ
ぐ
す
糸
口
を
導
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
注
記
注
1
『
魏
書
』
卷
一
百
一
十
四
「
志
」
「
釋
老
志
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
、
六
）
三
〇
四
〇
頁
参
照
。
注
2
『
續
高
傳
』
（
大
正
新
脩
『
大
藏
經
』
麒
五
十
册
「
傳
部
二
」
No.
2068
大
正
一
切
經
刊
行
會
一
九
二
七
、
一
）
四
八
五
頁
上
～
中
、
五
四
九
頁
上
、
六
二
五
頁
下
参
照
。
注
3
注
1、
2書
、
『
北
齊
書
』
卷
九
、
十
一
、
二
十
二
、
二
十
四
、
三
十
、
等
及
び
『
北
京
圖
書
館
藏
中
國
歴
代
石
刻
匯
編
』
北
朝
（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
）、『
考
古
』
一
九
九
〇
年
八
期
（
科
学
出
版
社
）
、
田
熊
信
之
「
邯
鄲
鼓
山
水
浴
寺
東
山
石
窟
銘
文
考
釋
」
（『
北
朝
摩
崖
刻
経
研
究
』（
三
）
内
蒙
古
人
民
出
版
社
二
〇
〇
六
）
参
照
。
注
4
原
刻
字
に
よ
る
。
本
稿
後
補
57頁
参
照
。
注
5
筆
者
の
原
石
実
査
に
よ
る
。
注
6
金
石
碑
帖
網
上
掲
釈
文
に
よ
る
。
注
7
中
國
篆
刻
網
上
掲
釈
文
に
よ
る
。
注
8
本
墓
誌
（「
僧
賢
墓
銘
」）
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
二
〇
〇
九
年
一
月
十
日
明
治
大
―65―
学
に
於
け
る
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
会
、
及
び
同
年
五
月
十
五
日
日
本
教
育
会
館
に
於
け
る
第
五
四
回
国
際
東
方
學
者
会
議
の
席
上
、
そ
の
存
在
と
釈
文
、
試
訓
を
発
表
し
、
図
版
を
公
表
し
て
い
る
。
注
9
大
正
新
脩
『
大
藏
經
』
麒
五
十
册
「
傳
部
二
」
No.
2058、
No.
2050、
同
麒
五
十
一
册
「
傳
部
三
」
No.
2069参
照
。
注
10
趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
（
天
津
古
籍
出
版
社
一
九
九
二
、
六
）
、
羅
新
、
葉
『
新
出
魏
晉
南
北
朝
墓
志
疏
證
』（
中
華
書
局
二
〇
〇
五
、
三
）
等
参
照
。
注
11
王
仲
犖
「
北
魏
延
昌
地
形
志
北
邊
州
鎭
考
（
王
仲
犖
著
作
集
『
北
地
理
志
』
下
中
華
書
局
一
九
八
〇
、
八
）
桑
乾
郡
条
参
照
。
注
12
『
魏
書
』
卷
十
一
「
廢
出
三
帝
紀
」
第
十
一
後
廢
帝
安
定
王
、
出
帝
平
陽
王
条
参
照
。
注
13
『
魏
書
』
卷
一
百
一
十
四
「
志
」
「
釋
老
志
」
三
〇
四
二
頁
参
照
。
注
14
釋
祐

蘇
晉
仁
蕭
子
點
校
『
出
三
藏
記
集
』
卷
第
十
二
「
釋
祐
法
集
」
「
法
集
雜
記
銘
」（
中
國
佛
典
籍
	刊
中
華
書
局
一
九
九
五
、
十
一
）
四
五
七
、
四
九
八
頁
参
照
。
注
15
注
9書
及
び
趙
萬
里
『

魏
南
北
朝
墓
誌
集
釋
』（
科
学
出
版
社
一
九
五
六
）、
韓
理
洲
等
輯
校
編
年
『
全
北
齊
北
文
補
』
（
三
秦
出
版
社
二
〇
〇
八
、
六
）
及
び
筆
者
実
査
資
料
参
照
。
注
16
張
之
考
證
『
安
陽
考
釋
殷
安
陽
考
證
集
』
（
新
鯖
出
版
社
一
九
八
七
、
三
）
「
安
陽
境
内
郡
跡
示
意
圖
（
圖
二
）、
下
古
渠
示
意
圖
（
圖
五
）」、
胡
曉
等
編
『
安
陽
縣
志
』
（
中
國
青
年
出
版
社
一
九
九
〇
、
十
二
）
、
「
芦
剩
⑮
屓
夕
」
「
芦
剩
⑮
仇
米
夕
」、
G
o
o
g
le
航
空
写
真
等
参
照
。
注
17
大
正
新
脩
『
大
藏
經
』
麒
五
十
册
No.
2068
『
續
高
傳
』
卷
第
二
十
五
「
禪
六
」
「
衞
州
霖
落
泉
釋
倫
傳
十
一
」
参
照
。
注
18
注
17書
卷
第
十
六
「
禪
初
」
「
齊
西
龍
山
雲
門
寺
釋
稠
傳
八
」
参
照
。
注
19
諏
訪
義
純
『
中
国
中
世
仏
教
史
研
究
』
第
二
章
第
四
節
「
都
仏
寺
考
」
雲
門
寺
条
注
一
〇
（
大
東
出
版
一
九
八
八
、
五
）
注
20
安
陽
善
応
小
南
海
所
在
石
窟
壁
上
刻
字
参
照
。
録
文
は
『
安
陽
縣
志
』
金
石
卷
二
（
十
二
丁
裏
～
十
三
丁
表
）
に
も
見
え
る
が
、
誤
録
、
欠
字
が
あ
る
。
注
21
刻
字
中
に
以
下
の
文
が
見
え
る
。
「

略

特
驃
騎
大
將
軍
開
府
儀
同
三
司
尚
書
令
并
州
大
中
正
食
司
州
濮
陽
郡
幹
長
安
縣
開
國
侯
晉
昌
郡
開
國
公



略

於
是
發
七
處
之
印
、
開
七
寶
之
函
。
訪
華
之
書
、
命
銀
鈎
之
迹
。
一
音
説
、
盡
勒
名
山
。
於
鼓
山
石
窟
之
所
寫
、

略

維
摩
詰
經
一
部
、

略

天
統
四
年
三
月
一
日
、
盡
武
平
三
年
歳
次
壬
辰
五
月
廿
八
日
。

略

」（
拠
原
刻
字
、
拓
影
）
注
22
こ
の
刻
経
に
つ
い
て
は
、
何
士
驥
、
劉
厚
滋
編
『
南
北
堂
寺
及
其
附
石
刻
目
』
（
國
立
北
平
究
院
學
究
會
考
古
組
出
版
民
國
二
十
五
年
九
月
）
の
「
佛
經
目
」
冒
頭
に
、
「
涅
槃
經
所
在
北
堂
寺
山
坡
柏
樹
下
備
考
北
齊
天
統
四
年
（
公
暦
五
六
八
）
刻
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
九
七
年
八
月
、
北
朝
考
古
学
者
馬
忠
理
先
生
と
筆
者
が
実
査
し
た
折
、
落
し
て
埋
没
し
か
け
て
い
た
劈
頭
と
末
尾
の
刻
字
残
石
を
発
見
し
、
こ
の
刻
経
が
武
平
二
年
の
刻
成
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
も
の
は
、『
大
般
涅
槃
經
』「
師
子
吼
菩
品
」
の
経
句
の
節
録
で
あ
る
。
※
補
注
本
稿
校
訂
中
の
十
二
月
二
十
七
日
、
中
国
の
北
京
で
、
河
南
省
文
物
局
の
責
任
者
に
よ
っ
て
、
安
陽
市
西
北
郊
の
安
豊
郷
西
高
穴
村
所
在
の
磚
室
東
漢
大
墓
の
発
掘
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
こ
の
磚
室
墓
が
、
旧
来
諸
説
紛
々
と
し
て
い
た
曹
操
の
陵
墓
高
陵
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
墓
中
か
ら
は
、
副
葬
武
器
の
標
識
で
あ
る
圭
形
の
石
牌
や
石
枕
（
こ
の
も
の
は
盗
掘
さ
れ
墓
中
よ
り
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
も
の
を
地
元
の
警
察
当
局
が
回
収
し
た
よ
し
で
あ
る
）
等
の
刻
字
遺
品
が
発
見
さ
れ
、
一
男
二
女
の
遺
骨
片
も
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
中
国
内
外
で
は
、
こ
の
続
報
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
安
陽
県
安
豊
郷
所
在
の
東
漢
末
の
大
墓
に
つ
い
て
は
、
文
献
学
者
や
文
物
鑑
定
家
等
に
よ
る
非
曹
操
墓
説
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
の
近
接
地
の
造
磚
工
場
の
採
土
地
か
ら
、
一
九
九
二
年
に
発
見
さ
れ
て
い
た
、
後
趙
建
武
十
一
年
（
三
四
五
）
十
一
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月
の
紀
年
の
あ
る
「
大
僕

馬
尉
勃
海
趙
安
縣
魯
潜
墓
誌
」
の
「

略

墓
在
高
决
橋
陌
西
行
一
千
四
百
歩
、

略

故
魏
武
帝
陵
西
北
角
西
行
四
十
三
歩
、

略

」
（
霜
振
山
「
魯
捻
長
崗
式
凪
㌢
購
諒
籾
」
『
鯖
歪
深
硬
』
二
〇
〇
三
―
二
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
等
八
〇
～
八
二
頁
参
照
）
と
の
銘
文
や
、
前
後
室
と
四
側
室
を
設
え
た
大
磚
室
墓
の
構
造
、
ま
た
そ
の
墓
室
か
ら
出
土
し
た
刻
字
遺
品
の
形
状
、
書
態
、
及
び
曹
操
に
か
か
わ
る
『
三
國
志
』
卷
一
「
魏
書
」
武
帝
紀
の
建
安
二
十
三
年
、
同
二
十
五
年
の
「
嶮
綜
」
「
凖
綜
」
（
「
古
之
葬
者
、
必
居
瘠
薄
之
地
。
其
規
西
門
豹
祠
西
原
上
爲
壽
陵
、
因
高
爲
基
、
不
封
不
樹
、

略

」
「
二
月
丁
卯
、
葬
高
陵
。
」
）
等
か
ら
、
曹
操
墓
の
高
陵
と
見
る
肯
定
的
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
筆
者
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
が
、
こ
の
大
墓
は
、
河
南
岸
に
近
接
し
て
、
西
方
か
ら
東
方
へ
と
張
り
出
す
阜
丘
地
、
す
な
わ
ち
野
馬
崗
の
縁
辺
の
北
東
に
あ
た
る
地
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
こ
れ
よ
り
阜
丘
外
縁
に
沿
っ
て
南
方
、
南
西
方
へ
と
ひ
ろ
が
る
、
北
朝
、
魏
、
齊
代
の
墓
域
の
起
点
と
も
な
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
か
ら
、
各
種
の
石
誌
、
磚
銘
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
僧
賢
墓
銘
は
、
安
豊
郷
と
そ
の
南
方
の
洪
河
屯
の
間
の
何
処
か
の
地
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
（
た
く
ま
の
ぶ
ゆ
き
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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図5 河南省安陽県安豊郷西高穴村東漢大墓
（曹操高陵）出土刻字遺品
1.石枕（底面刻字）
2.圭首形石牌（牌陽刻字）
※河南省文物局発表写真
2
1
図6 河南省安陽県地勢図部分 拠『芦剩⑮崗』現夕
